
自分の思いや考えを表現し課題解決しようとする(語り場 学び場 麻生中)

４月16日（水）に校長が、生徒に向けて、麻生
中学校グランドデザインの説明を行いました。
組織目標は「自分の思いや考えを表現し課題解決
しようとする生徒の育成」です。また、組織目標の達
成に向けて「語り合い 考えを広げ 深めることができる 楽しい学びのある学校」、「楽しい体験
・集団活動をとおして豊かな心を育める学校」、「心身の健康を育む安全・安心な学校」づくりを
行ってまいります。具体的には、授業づくり課、楽しい集団活動づくり課、学校ＰＲ等を行う広
報課を組織し、生徒と話し合う麻生ミーティングをとおして、生徒主体の授業、活動、行事をつ
くっていきたいと考えております。説明の後、生徒会長さんにも自分の思いや考えを表現してい
ただきました。

４月14日（月）、４月17日（木）に令和７年度
全国学力・学習状況調査を実施しました。文部科
学省は、本調査の目的を「全国的な児童生徒の
学力や学習状況を把握・分析すること、教育施策
の成果と課題を検証し、その改善を図ること、学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改
善等に役立てる。」と述べています。本調査を分析し、生徒の学習状況の成果と課題を明確にし、課題改善
のための、授業の工夫改善に生かしてまいります。
なお、今年度の中学校理科では、生徒が活用するICT端末等を用いた文部科学省CBTシステムによる

オンライン方式及びIRT（項目反応理論）を活用し、実施いたしました。生徒は、最後まであきらめず、粘り
強く課題に取り組んでいました。

４月18日（金）「上級生との親睦」を目的
として、新入生歓迎会を実施しました。部活
動紹介、全校レクリエーションを実施しまし
た。１年生は、上級生と楽しく、交流し、絆を
深めることができました。1年生代表生徒か
らは、上級生への感謝の気持ち、来年度は、
自分たちが新入生を迎えたいという意気込
みが伝えられました。
今後も、生徒会、学年生徒会等、生徒主体の「楽しい活動づくり 絆づくり」を推進してまいります。

国や県は、生徒数の急激な減少に伴い、教職員
数も減少し、部活動経営が成り立たなくなると指摘しています。また、教職員の健康と福祉の維持の観点か
らも国や県・市は部活動から地域クラブへの移行を進めています。麻生中学校生徒も多くの部活動指導
員、外部指導者、地域クラブ指導者のご尽力によって、スポーツ・文化活動が行われております。深く感謝申
しあげます。
市・学校において、地域クラブ指導者や部活動の見守り・支援を行っていただける保護者・地域の方々を

募っております。引き続き、地域クラブ活動、部活動等にご理解とご協力、ご支援を賜りますようお願いいた
します。

（地域クラブに関する問合せ先：行方市教育委員会 学校教育課 ℡：0291ｰ35ｰ2111）
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